
平成２２年度北海道ブロック「環境保全に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯ運営講座・出前講座」 

ＮＰＯ・ＮＧＯのためのプロジェクトマネジメント講座〔実施結果の概要〕 

 

(1) 目的・趣旨 

プロジェクトマネジメント成功の条件と手法を学ぶことを通して、現場職員や中堅どころが、事業全体の企画や運営を担

当できるようになることを目的として、ＮＰＯ法人ねおすが企画・運営し本講座を開催した。 

 

(2) プログラム概要 

① 開催日時 

平成２２年１１月２７日（土）１０：００～１８：００、 

２８日（日） ９：００～１５：3０ 

② 会場 

 「北方圏学術情報センターPORTO」  

札幌市中央区南１条西２２丁目１−１ 

③ 対象者及び参加人数  

    環境ＮＧＯ・ＮＰＯスタッフまたは関心のある人、参加人数 21 名 

④ 開催プログラム及び講師 

プログラム： 

・SESSION 01 ワークショップ「活動と課題の共有」 

ＮＰＯ法人ねおす 荒井一洋 

・SESSION 02 事例紹介「プロジェクトの成功と失敗事例」 （事例紹介） 

ＪＲ北海道 前川直之 

ＮＰＯ法人ねおす 宮本英樹 

環境省釧路環境保全事務所 竹中康進 

Ｓｔｕｄｉｏ-Ｌ 岡崎エミ  

・SESSION 03 「事例からわかる、プロジェクトマネジメント成功の条件とその手法」 

株式会社ＩＥＰＯ代表 岩井尚人 

環境 NGO ezorock 代表理事 草野竹史 

ＮＰＯ法人 北海道市民環境ネットワーク 宮本尚 

・SESSION 04「自分の組織のプロジェクトマネジメントを評価する」 

株式会社ＩＥＰＯ代表 岩井尚人 

環境 NGO ezorock 代表理事 草野竹史 

ＮＰＯ法人 北海道市民環境ネットワーク 宮本尚 

・SESSION 05 「プロジェクト実現のために重要なこと」（講演） 

映画『海炭市叙景』製作実行委員会 事務局長 西堀滋樹 

 

(3) 実施概要 

1 日目はまず、参加者たちの活動紹介をもとに課題を抽出し、今回のワークショップの目的を共有した。その後、

ＪＲ北海道、環境省などが行うプロジェクトのマネジメント事例を紹介した。 

栃木県益子町「土祭」（ひじさい）プロジェクトの事例紹介では、成功のカギとしてチームビルディングを取り上げ、

動機づけやＰＤＣＡサイクルの説明を行った。その後、参加者が数グループに別れ、事例のマネジメントの条件や

手法を整理し、講師への質疑応答でより詳しいポイントを説明した。 



 

2 日目は 4 グループに分かれ、参加者たちの組織のプロジェクトを評価した。参加者が互いに質問を投げかけ、

より具体的な解決方法を模索した。 

キトウシ森林公園活性化プロジェクトを取り上げたグループでは、来場者が少ないということが問題としてあがっ

たが、運動不足など自分たちが困っている身近な問題とを組み合わせることにより、活性化を促す方法などの提案

があった。 

その後、映画「海炭市叙景」制作実行委員会事務局長西堀滋樹氏の講演を行い、組織と市民の協働プロジェク

トにおけるマネジメントのツールやスキルを細かく説明した。 

全体のふりかえり・まとめでは、コミュニケーションの重要性や目的の明確化などの気づきのほか、参加者自身の

プロジェクトに照らし合わし、問題点と解決方法が見つかったとの発言があった。 

 

(4) 講座の写真 
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